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　地震の起こり方には、「直
ちょっ

下
か

型
がた

」と「プレート境
きょう

界
かい

型
がた

」があります。

それぞれの地震が起こるしくみを調べてみましょう。

2 地じ 震し ん

のしくみ

　地震はどのようなしくみで起こるのでしょうか。
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　複
ふくごうさいがい

合災害ってなに？

　複合災害とは、2つ以上の災害が、ほぼ同時または時間をおいて発生する
ことで起こる災害のことです。
　岩手・宮城内陸地震では、地震により山が崩

くず

れ、さらに大きな被
ひ

害
がい

をもた
らしました。
　また、東日本大震災では、大きな地震により津

つ

波
なみ

が発生し、さらに原子力
発電所の事

じ こ

故が起きてしまいました。

　マグニチュードとは、地面の下の岩石を割るエネルギーの
大きさのことです。割れた面積が広いほど、マグニチュードは
大きく、揺れが長くなります。（マグニチュードはMで表します）

　東日本大震災では、阪
はんしん

神・淡
あわ

路
じ

大震災の約 1,000 倍
のエネルギーで地震が起きました。

　「マグニチュード」ってなに？

岩
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手
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内
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陸地
じ

震
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東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だいしんさい

震災

　プレートの引きずり込
こ

みなどで「大きな力（図
の赤矢印）」が加わると、割

わ

れ目がこわれてずれ
てしまいます。こわれてずれることによって、地
震（断

だんそう

層運動）が発生します。

　海洋プレート（こげ茶色）は、白い矢印の方へゆっ
くり動いています。この動きによって、陸のプレート
は青い矢印の方へ引きずり込まれています。そのため、
陸のプレートが元にもどろうとする力がたまり、はね
上がると（黄色矢印）地震が発生します。

直下型
プレート境界型

宮城県の
主な活断層

日本を取り巻
ま

く
プレート

震災名 地震で割れた岩石の大きさ
（赤い四角の大きさ）

①【阪神・淡路大震災】
　マグニチュード７ 約50km×20km

②【関東大震災】
　マグニチュード８ 約130km×60km

③【東日本大震災】
　マグニチュード９ 約480km×150km

プレート境界型の地震は

津波を引き起こすんだ。

東日本大震災では、

仙
せんだい

台市
し

で約 3分間も

揺
ゆ

れが続いたんだ。

地震は、どこでも発生する可
か

能
のう

性
せい

があるんだね。
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